






世界初の火星衛星サンプルリターン

原始太陽系における「有機物・水の移動、天体への供給」過程の
解明への貢献として、水や有機物の存在を明らかにするととも
に、火星衛星の由来を解明する。

我が国が培ってきた探査技術を継承しつつ、将来の火星本星に
おける有人探査の拠点候補として火星衛星の調査を進める。

質量：約４48０kg
ミッション期間：約５年

打上げロケット：Ｈ３

２０２６年度打上げ

火星衛星探査計画













































































プロジェクトの実施体制

宇宙機関 企業

（打上サービス）

（何らかの役割を請け負う形で参加する企業。）

サイエンス・コミュニティ（サイエンスボードメンバの所属機関）

（調整中）

我が国最大の探査計画となるMMXでは、計画の遂行、探査機システム、
ミッション機器等の開発、サイエンス推進のため、海外宇宙機関、企業、サイ
エンスコミュニティ、他との幅広い協力・推進体制を構築している。
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